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カイト層を作製する際、Ru 色素分子 YD2-o-C8 を添加した。結果として、光吸収スペ
クトルを広げたこととエネルギー損失（Eloss）も低減したことを実証している。添加
することにより、構築したデバイスの光電変換効率は 7.02％から 10.13％に改善され、
1.37 V という高い開路電圧（VOC）及び 12.05mA /cm2の短絡電流（JSC）を達成したこ
とを報告している。 
第４章では，水によってペロブスカイト相の安定性低下の問題を解決するために、異
なる Ru の色素 N749 を使用した。色素 N749 をペロブスカイト相に加えた後、安定性
が改善され、65％の相対湿度（R で 1000 時間を保存しでも、デバイスの性能は初期状
態の約 86％を維持できることを示している。また CsPbIBr2 ベースのペロブスカイト
太陽の効率は 9.49％まで改善されることを示している。 
第５章では，環境にやさしい非鉛ペロブスカイト太陽電池を開発するために、ダブル
ペロブスカイト Cs2PtI6 を溶液プロセスで合成した。Cs2PtI6 のバンドギャップは













学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文に関し、論文審査委員からペロブスカイト太陽電池の作製方法、色素で修飾す
るメカニズム、およびデバイスの性能改善の理由などについて質問がなされ、いずれも
著者から明確な回答が得られた。 
また、公聴会においても多数の出席者があり、種々の質問がなされたが、いずれも著
者の説明によって質問者の理解が得られた。 
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
